第８回登別市市民自治推進委員会　育み部会議事録
（敬称略）

◆ 開催日時：平成２８年１１月２１日（月）　１７：３０～
◆ 開催場所：登別市役所２階　第１委員会室
◆ 出席部会員：部会長　　安宅　錦也
　　　　　　　 副部会長　川村　正勝
　　　　　　　 部会員　　仲川　弘誓
　　　　　　　　　　　　 合田　美津子
　　　　　　　　　　　　 磯田　大治
　　　　　　　　　　　　 佐藤　文子
　　　　　　　　　       橋場　太  （協働推進庁内委員会部会長）
【教育部次長】
　安部　直也（協働推進庁内委員会副部会長）
【教育部社会教育Ｇ総括主幹】　　　　　　　　　 　　　
◆ 事務局：　　　　　笠井　康之【市民生活部市民協働グループ総括主幹】
野畑　衣里子【市民生活部市民協働グループ主任】
◆ 議題：「公園の利用に関するアンケート」（案）の修正等について

≪事務局≫
お手元に資料をお配りしておりますが、前回の部会の中で事務局がアンケート案を作成し皆様に見ていただくということだったので作成しました。
１枚目が、公園の利用に関するアンケート（小中学生用）になっています。
こちらが、小中学校の児童生徒にご記入いただくものになります。
２枚目が、その記入例になります。
３枚目は、ベースは同じアンケートですが、幼稚園保育所の未就学児の保護者に記入いただくような形でアンケートを作成しています。
４枚目は、同じくその記入例になっています。
５枚目は、学校への依頼文です。事務局の中で学校への依頼文があった方が良いのではとの話になり依頼文を作成しましたので併せて見ていただきたいと思います。
１枚目に戻りますが、質問１から６については部会の中で話し合われた項目です。質問７と８については、土木・公園グループからできれば追加してほしいとの話があり加えた項目ですのでご検討ください。
それでは、部会長が少し遅れますので副部会長お願いします。

≪副部会長≫
今日は、この公園の利用に関するアンケートについてこのままで良いか、追加修正等あるかということについて議論していただきたいと思います。
上から順に見ていきますが、意見のある方はお願いします。

≪委員≫
７回以上って必要なのですか。

≪事務局≫
「日」でいうと７日で良いですが、「回数」でいうと、休日に午前と午後の２回行くということも考えられますので、７回以上として作成しました。
こちらのアンケート案はベースとして作成しているのでどんどん修正してください。

≪庁内委員≫
「Ａ公園」「Ｂ公園」それぞれの時間や回数を調査することで良いのですか。

≪事務局≫
「春夏秋」と「冬」の季節別にしたら４つ書いてもらうことになります。

≪委員≫
公園の名前はみんなわかるのでしょうか。

≪委員≫
わからないかもしれないですね。

≪庁内委員≫
自分たちの愛称で呼んでいる公園もありますよね。

≪委員≫
正式名称ではないかもしれないですね。

≪庁内委員≫
それぞれの公園の利用実態がわかった方が良いのですね。


≪事務局≫
公園ごとの利用実態を知るには、このような形になってしまいます。
わかりづらいので、学校の先生にある程度説明してもらいながら実施してもらうしかないかもしれません。

≪庁内委員≫
公園は２つでないとだめですか。

≪事務局≫
１つでも良いですと書いています。
前回の部会の中で「２つずつくらい聞かないと」という話になっていましたのでこのように作成しています。

≪庁内委員≫
「公園を１つ教えてください（２つでも良いです）」にしたらどうですか。
「２つ教えてください（１つでも良いです）」にすると、一生懸命考えて２つ書いてくるのではないでしょうか。

≪委員≫
どちらが良いですかね。
そもそも公園というのは、いくつも掛け持ちで遊ぶものだと思っていました。
遊ぶ友達によって利用する公園も変わってきますよね。

≪庁内委員≫
１つ２つを入れないで、「利用している公園を教えてください」というだけで良いのではないでしょうか。
それと、記入例の学校名も「○○小学校」や「××小学校」と記載した方が良いですね。

≪事務局≫
修正します。


≪副部会長≫
４番目の質問はどうですか。このままで良いですか。
５番目の質問はどうですか。
≪委員≫
[bookmark: _GoBack]「小屋」を「あずまや」に変更してもらい、小学校低学年は先生に説明してもらいながら実施しないとだめですね。

≪庁内委員≫
「遊具」についてもどんな遊具が良いのかわかった方が良いのではないでしょうか。

≪事務局≫
集計することを考えると自由記述が無い方が良いかなと思っていました。

≪庁内委員≫
集計は先生にやってもらうのですか。

≪事務局≫
先生にやっていただくのは大変なのではないかと考えていました。

≪庁内委員≫
ただ聞いてしまうと何の遊具が欲しいのかまではわからないですよね。

≪副部会長≫
このアンケートに求めていることはそこまでではないですよね。
どのように利用しているのか、これから利用するならば遊具があれば利用しますよというくらいのもので良いのではないかと思っていました。
どうしても遊具が欲しいという意見があれば、段階的に実施してみても良いのではないでしょうか。

≪委員≫
書かせるところは少ない方が良いですね。

≪委員≫
逆のイメージで考えると、このアンケートにより、どこの学校の子ども達がどこの公園に行っているのかが何となくわかりますよね。
その公園に遊具があるか無いかでわかることがありますよね。
例えば、たくさん遊具のある公園はアンケートに名前があがってきますが、遊具の全くない公園の名前は１つも書かれなかったとなると読み取れないでしょうか。

≪委員≫
小中学生で何名くらいいるのでしょうか。

≪庁内委員≫
3,000～4,000の間だと思います。

≪委員≫
集計は学校でしてもらえるのですか。

≪部会長≫
集計シートを作って渡せば、数を入れて集計してもらえると思います。

≪委員≫
アンケート用紙は戻してもらいますよね。

≪部会長≫
その予定です。

≪委員≫
それならば、細かく見たいときはアンケート用紙を見れば良いですね。

≪部会長≫
協力はいただけるとのことでしたので大丈夫だと思います。

≪委員≫
質問６「トイレ」と質問７「水飲み場」の質問は重要ですね。

≪委員≫
そもそも質問１で何も書かなければ質問２以下は未記入になりますよね。

≪委員≫
そうですね。公園で遊んでない子は何も記入することが無いですね。


≪委員≫
そういうことがわかるのも良いと思います。

≪委員≫
子どもの心理でいくと、１カ月に１～２回しか利用しない公園でも１週間に１～２回利用していますと回答するかもしれないですね。
子どもがどのように解釈するかわからないですね。

≪部会長≫
質問２を「ほぼ毎日」「週１～２回」「週３～６回」「月１～２回」というような質問にしたらどうですか。

≪事務局≫
あと、質問４と５を何個選んでも良いと書いていますが「何個まで」というふうにしたらどうですか。

≪部会長≫
子ども達に数を決めないでマルを付けさせたら全部に付けてしまいますね。

≪委員≫
「３つまで」にしたら良いのではないですか。

≪委員≫
このアンケートはいつ頃実施する予定ですか。

≪事務局≫
学校の都合の良い時期はいつですか。

≪部会長≫
学期末に実施してもらい、休みの間に集計が良いかもしれないですね。
そして休み明けに提出してもらうのが良いかもしれないですね。

≪委員≫
そのような形で実施してもらって良いでしょうか。


≪事務局≫
１２月の校長会はいつ開催予定ですか。

≪部会長≫
１２月６日です。

≪事務局≫
それでは、それまでにお渡しできるように用意すれば良いでしょうか。

≪部会長≫
校長会で説明できれば、アンケートをいただくのはもう少し後でも大丈夫です。

≪事務局≫
アンケートの細かい部分は部会長と調整させていただいてよろしいでしょうか。
また、未就学児の保護者を対象としたアンケートについては、私立幼稚園協会の委員さんと市役所の子育てグループに依頼して同時期に実施するようにいたします。


【次回会議について】
１月下旬から２月中に実施。
※アンケートの集計が終了してから。
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